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はじめに
FD研究への投稿のためのテンプレートです。本文はこちらよりお書きください。

１　本テンプレートの使い方
①　執筆要領を満たす書式になっております
本テンプレートは，行数・文字数・フォントの種類・余白設定などにおいて，執筆要領を満たす設定になっております。
説明文（文字）を削除した後，お使いください。

②　書式を崩さないように入力するには
書式を崩さないように入力するためには以下の点に注意してください。
他のワードファイルから文章をコピーして貼り付ける際，『書式』も一緒に貼り付けないようにしましょう。
　元の文書で文字列をコピーしたあと，[Word2003以前の場合]　本テンプレート上にて，メニューバーより[編集]－[形式を選択して貼り付け]－「テキスト」を選択します。[Word2007の場合]　本テンプレート上にて，メニューバーより[ホーム]－[貼り付け]－[形式を選択して貼り付け]－「テキスト」を選択します。
書式が崩れた場合は，再度テンプレートをダウンロードしてください。

２　細部について
和文フォントは「MS明朝」，英文フォントは「Times New Roman」を使用してください。

①　表題
フォントサイズは，タイトル14pt，副題12pt，著者氏名12pt，著者所属10.5pt，要旨・キーワード10.5ptに設定しております。
タイトルと氏名の間12pt幅で改行します。和文著者名と著者所属の行間隔は著者氏名の段落後0.5行に設定しています。英文著者名と著者所属の行間隔は著者所属の段落後0.5行に設定しています。英文キーワードの行間隔は段落前0.5行に設定しています。

②　見出し
見出しはMSゴシック体を使用し，大見出しは12pt（行間隔：段落前0.5行，段落後0.5行），小見出しは10.5ptに設定しております。

③　本文
フォントサイズは10.5ptとします。

④　ヘッダー・フッター
　編集の都合上，使用しないでください。
　ページ番号も入れないでください。

⑤　注の入れ方
注を入れたい場合は，注を入れたい本文中の位置にカーソルを合わせて，本文中での注の指示は「1，2，･･･」のように連番を付して上付きで示す1。条注は，本文の末尾に「注」というセクションを設け，一括して記載する。

⑥　図表の入れ方
図は白黒印刷（グレースケール）で十分に読めるように作成してください。ワードファイル上のカラー表示でキレイに見えていても，白黒印刷で出力された印刷物上では不鮮明となる事例が多いので2，十分お気をつけください。なお，図表については各学術分野での慣例に従って作成してください。

表1　ＦＤの諸活動に対する各大学の意識
出所：日本大学FD推進センター『日本大学FD研究』第2号，3ページにより抜粋。


むすびに
以上です。
ご不明な点は本部学務部学務課までお問い合わせください。

注
1． 任意脚注についてはページ末尾に脚注を作成しますが，本文にある条注は文書の最後に注をまとめることになります。条注の書き方については，各学術分野での慣例に従ってください。
2． 実際にあった事例です。
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